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《第一章·競合的activity-based protein profiling (ABPP) による内在性NRPSアデニレー











Fig. 1 NRPSの翻訳後修飾及び触媒機構とアミノアシル-AMS及び 









《第二章·NRPS担体タンパク質 (CP) の翻訳後修飾を標的とした分子ツールの開発》 
 病原細菌の多くは、病原性因子として必須の役割を果たすペプチド性天然化合物
をNRPSにより合成する。NRPS活性は、CPの翻訳後修飾 [ホスホパンテテイン 
























































ルキンを有するL-Val型プローブ (1) を合成した。L-Val型プローブ (1)を用い、大腸菌
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